「聴覚障害者社会参加支援事業」紹 介
特定非営利活動法人 デフピープル
1. 聴覚障害者が直接参加
(1) 手話通訳や要約筆記、演者が手話を使う等の工夫により鑑賞を容易にする。
    (例)狂言・手話落語・手話劇・プラネタリウム・人形劇・映画上映・講演会
(2) 一般向け講習では習得が困難な趣味やスポーツの体験、習得を可能にする。

(例)パークゴルフ・綱引き・スキー・サッカー・フラーワーアレンジメント
(3) 聴覚障害者と健常者が一緒に行動する事で聴覚障害者への理解を深める。
(例)美術鑑賞・清掃活動・耳の日の集い・ラジコン飛行機体験・リンゴ狩り
2. 講座開講
(1) 手話通訳者や要約筆記者の育成やレベルアップを計る。
｢手話通訳者養成講座」・｢要約筆記者養成講座｣
(2) 後天的聴覚障害者を対象に手話技術取得を目指す。
｢中途失聴者向け手話講座｣
3. 機器寄贈 
(1) 聴覚障害者が利用。
    (例)テレビ電話・字幕付TV・PC・FM補聴システム・PSP
(2) 支援団体・施設・学校で利用。

(例)補聴器誘導システム・車両・筆談器・電子黒板・緊急電光文字表示機・和太鼓パトライト・PC及び周辺機器・手話教室教材・オージオメーター・ 啓発用DVDアルミ缶潰し機・字幕挿入機・試聴用補聴器・書画カメラ(OHC･OHP)･字幕付TV
寄贈先：学校、各種施設、ボランティアサークル、聴覚障害者情報センター、聴覚障害者団体、市役所、商店街

